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日 時 平成 30年 11月 21 日（水）18:30～20:00 

会 場 会議室 

出 席 委 員 侘美靖委員、久保田智委員、寺田清隆委員、佐藤鶴代美委員、御幸保宏委員 

谷口博之委員、河上愛理子委員、工藤祐香子委員、碓井琴音委員 

欠 席 委 員 なし 

市 出 席 者 吉田教育長、千葉教育部長 

【社会教育課】吉田課長、大西主査、遠藤主任、上井主事、小川主事 

オ ブ ザ ー

バ ー 

【笹川スポーツ財団】熊谷哲、小淵和也 

 

1.開会 

 議事に入る前に、4名の臨時委員の委嘱状を交付した。（任期は平成30年11月21日～当

該特別の事項の調査審議が終了するまで） 

 

教育長から審議会に対し、新たなスポーツに関する施策を総合的かつ計画的に推進する

「（仮称）北広島市スポーツ振興計画（案）」の策定に関する諮問書が手交された。 

 

「委員の過半数が出席していることから、審議会が成立していること」を確認した。 

 

 

2.議事 

①（仮称）北広島市スポーツ振興計画（案）策定の背景と趣旨について 

② スポーツを取り巻く北広島市の現状と課題について 

③ スポーツ政策意見交換会のまとめについて 

（事務局より概要を一括して説明） 

 

＜（仮称）北広島市スポーツ振興計画（案）策定の背景と趣旨について＞ 

◆Ａ委員：「スポーツボランティアのインセンティブ」とあるが、「インセンティブ」というの

は、「おまけ」というか「対価」という意味ではないか。ボランティアなのにイン

センティブを期待しているのか。 

 

●事務局：ここでいうインセンティブとは対価ということではなく、やったことに対する喜び

や選手の笑顔、それらを支える喜びといったことが、自分たちに返ってくることを

インセンティブということで考えている。 

 

◆Ａ委員：日本ハムファイターズのボールパーク構想の計画が見えてきたときに、振興計画策

定とのタイミングのズレがあり得るのかどうか。ある場合、どのように調整してい

くのか。 

 

●事務局：ボールパークの完成は 2023 年の予定。一方、審議をお願いしているスポーツ振興

計画は 2021 年からスタートするもので、中間年となる 2025 年には中間見直しを

行うことを想定している。それぞれの時期で得られる情報を踏まえながら、計画の
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策定や見直しを進めて行ければと考えている。 

 

＜スポーツ政策意見交換会のまとめについて＞ 

◆Ｂ委員：スポーツと運動の違いなど、無理解や無関心の壁を越えて共通の認識や理解を形づ

くっていくことが必要だなと思った。 

 

●事務局：この間のスポーツ庁によるスポーツの定義づけは、現場の皆さんにはもしかすると

違和感があるかもしれず、まずは審議会の皆さんで定義の共通化を図っていかなけ

ればならないと考えている。 

 

◆Ａ委員：環境整備的な内容が中心で、人に対してどう働き掛けるかという教育プログラム的

なものが話題の中に少し少ないようにと思われたが。 

 

●事務局：１回目は自由に意見をもらっていたので施設面での要望も多く挙げられていたが、

２回目からは「無関心層などにどのようにアプローチしたら良いのか」に視点を置

いて議論してもらったので、他人に対する働き掛けという点では比較的多くの意見

を頂戴できたと受けとめている。 

 

◆Ｃ委員：障がい者スポーツに関して「興味がない」の割合が高いのは、子どもの頃にスポー

ツをして成功体験がないこともあると思う。いま行っているスポーツ教室も競技ス

ポーツとして捉えるだけでなく、ルールを変えたりすることで、より多くの人たち

が参加できる選択肢として考えられるようになったら良い。 

◆Ｄ委員：できる人、やりたい人が中心になっている現状のなか、スポーツ弱者というか、苦

手な人や気持ちの弱い人たちに目を向けるようなかたちに持っていけないか。 

 

●事務局：初めてスポーツに出合ったときに「嫌な思いをした」、「できなかった」という経験

を一度してしまうと、「スポーツなんていいや」となってしまう。障害のあるなし

に関わらず、一緒にできるスポーツ、少しでもルールを変えて実施できるようなス

ポーツの機会を増やし、ファーストコンタクトでスポーツを楽しみ、体を動かすこ

との喜びを感じてもらうことが、将来的にわが市のスポーツの振興に大きな影響を

与えるのではないかと考えている。 

 

◆Ｅ委員：「いつでも、どこでも、誰もが」というキーワードが重要である。その「誰もが」

を、どうやって当たり前に作るかということが基本の計画でなければならない。 

 

 

➃（仮称）北広島市スポーツ振興計画（案）のテーマ・施策等について 

（事務局より概要を説明） 

 



第３回北広島市スポーツ推進審議会 

 

- 3 - 

 

 

◆Ｃ委員：障がい者スポーツの振興という観点で、総合体育館や地区体育館の利用における障

害者スポーツ団体の利用状況というのは把握しているか。 

 

●事務局：大会で言えば、私どもの課で担当しているのは友愛バスケットの大会で、知的障が

い者のバスケットボール大会は福祉部門と共催でやっている。今回の計画策定を機

会に、他部門が所管している施設等も含めてスポーツに関するすべてのものを洗い

出して、計画に反映できるようにしていきたい。 

 

 

⑤（仮称）北広島市スポーツ振興計画（案）策定スケジュール（案）について 

（事務局より概要を説明） 

 

 （質疑なし） 

 

 

3.その他（次回開催日程についてなど） 

 ＜事務局より説明＞ 

 

4. 閉会 

 


